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一

展
示
会
開
催
ま
で
の
経
緯

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
七
月
二
日
か
ら
八
月
二
八
日
ま
で
の
期
間
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
横
浜
海
外
移
住
資
料
館
（
以
下
、
海
外
移
住
資
料
館
）
に
お
い
て
、
同

館
と
の
連
携
展
示
「
外
交
史
の
な
か
の
海
外
移
住
～
そ
れ
ぞ
れ
の
は
じ
ま
り
」

を
開
催
し
た
。

海
外
移
住
資
料
館
は
南
北
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
日
本
人
の
海
外
移
住
の
歴

史
等
を
紹
介
す
る
資
料
館
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
は
前
身
組

織
以
来
、
移
住
事
業
を
そ
の
業
務
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
た
。
移
住
事
業
自
体
は
既

に
終
了
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
中
南
米
の
日
系
社
会
と
日
本
を
つ
な

ぐ
事
業
を
継
続
し
て
お
り
、
日
本
人
の
海
外
移
住
の
歴
史
、
移
住
者
が
移
住
先
国

や
日
本
に
対
し
て
果
た
し
た
役
割
や
貢
献
、
移
住
者
と
日
系
人
の
現
在
の
姿
な
ど

を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
移
民
船
出
港
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
横
浜

に
海
外
移
住
資
料
館
を
開
設
し
た
。
な
お
、
同
館
は
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年

に
「
歴
史
資
料
等
保
有
施
設
」
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
。

同
館
は
、
開
館
二
〇
周
年
と
な
る
令
和
四
年
四
月
に
常
設
展
示
室
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
第
一
弾
の
企
画
展
示
を
当
館
と
共
催
で
開
催
で

き
な
い
か
、
令
和
二
年
に
打
診
が
あ
っ
た
。

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
公
文
書
管
理
法
）
に
基
づ
く
「
特
定
歴
史

公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
三
年

四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
で
は
、
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
促
進
の
手
段
と

し
て
「
展
示
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
国
民
が
歴
史
公

文
書
等
に
触
れ
る
機
会
を
数
多
く
用
意
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
歴
史
公
文
書
等
へ

連
携
展
示

「
外
交
史
の
な
か
の
海
外
移
住
～
そ
れ
ぞ
れ
の
は
じ
ま
り
」
に
つ
い
て

లࣔձϙελʔ
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の
関
心
を
高
め
る
」
こ
と
を
重
視
し
、「
博
物
館
等
と
連
携
し
た
取
組
」
を
検
討

す
べ
き
と
し
て
い
る
。
当
館
で
は
上
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
も
他
機
関
と
の
連
携
展
示
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
外
務
省

は
日
系
社
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
政
策
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
の
公
文
書
館
で
あ
る
当
館
が
、
海
外
移
住
資
料
館
と

連
携
展
示
を
開
催
す
る
意
義
は
高
い
と
判
断
し
、
本
展
示
開
催
を
お
受
け
す
る
こ

と
と
し
た
。

二

展
示
史
料

本
展
示
で
は
、
幕
末
か
ら
昭
和
戦
後
期
に
至
る
ま
で
の
日
本
人
の
海
外
移
住
の

歴
史
を
両
館
の
所
蔵
史
料
等
を
通
し
て
紹
介
し
た
。
海
外
移
住
資
料
館
の
所
蔵
資

料
は
、
戦
後
期
の
も
の
が
多
い
た
め
、
主
と
し
て
戦
前
期
は
当
館
所
蔵
史
料
、
戦

後
期
は
海
外
移
住
資
料
館
所
蔵
資
料
に
よ
り
展
示
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
前
期
の
展
示
で
は
、
幕
末
の
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
に
よ
る
開
港
と
一
般

人
の
海
外
渡
航
の
は
じ
ま
り
、
明
治
期
の
ハ
ワ
イ
へ
の
労
働
移
民
（
元
年
者
、
官

約
移
民
）、
そ
の
後
の
中
南
米
諸
国
へ
の
移
民
の
様
子
を
関
連
す
る
条
約
書
や
外

務
省
記
録
を
通
し
て
紹
介
し
た
。
特
に
、
海
外
移
住
を
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る

日
本
と
中
南
米
諸
国
と
の
間
の
外
交
関
係
樹
立
に
関
す
る
条
約
書
の
展
示
を
本
展

示
の
目
玉
と
し
た
。

戦
後
期
の
展
示
で
は
、
太
平
洋
戦
争
で
中
断
さ
れ
た
海
外
移
住
が
再
開
さ
れ
、

移
住
者
が
再
び
送
り
出
さ
れ
て
い
く
様
子
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
前
身
の
一
つ
で
あ

る
海
外
移
住
事
業
団
の
資
料
等
を
通
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
同
事
業
団
で
は
、
移
住

に
つ
い
て
の
広
報
や
希
望
者
の
募
集
、
相
談
業
務
、
渡
航
前
の
訓
練
・
講
習
等
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
移
住
先
で
の
定
着
支
援
に
も
力
が
注
が
れ
た
。
な
お
、
こ
う
し

た
移
住
事
業
の
背
景
に
は
、
日
本
政
府
が
海
外
移
住
を
主
要
な
政
策
の
ひ
と
つ
に

掲
げ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
敗
戦
後
の
日
本
に
は
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
が
数
多

く
戻
っ
て
き
て
お
り
、
狭
い
国
土
に
過
剰
な
人
口
を
抱
え
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
当
時
の
日
本
政
府
は
、
ボ
リ
ビ
ア
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
各
政
府
と
移
住
を
促
進
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
本
展
示
で
は
、
海

外
移
住
資
料
館
側
の
希
望
で
、
戦
後
移
住
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
移
住
協
定

を
外
務
本
省
か
ら
借
り
出
し
て
展
示
し
た
。

本
展
示
会
の
出
展
史
料
数
は
一
〇
八
点
、
そ
の
う
ち
、
外
交
史
料
館
か
ら
の
出

展
数
は
四
〇
点
で
あ
る
。
詳
細
は
、
後
掲
の
展
示
史
料
リ
ス
ト
を
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

両
館
の
所
蔵
史
料
を
合
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
政
府
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
や

取
り
決
め
の
土
台
の
上
に
、
多
く
の
日
本
人
が
海
外
に
移
住
し
て
い
っ
た
姿
を
映

し
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
当
館
と
し
て
も
海
外

移
住
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
開
催
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
日
本

人
の
海
外
移
住
先
の
国
々
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
条
約
書
や
外
務
省
記
録
を
一
つ

の
会
場
で
一
度
に
展
示
し
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
、ハ
ワ
イ
へ
の
官
約
移
民
を
取
り
決
め
た
日
布
渡
航
条
約
を
例
に
し
て
、
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条
約
の
締
結
過
程
で
作
成
さ
れ
る
文
書
（
全
権
委
任
状
、
調
印
書
、
批
准
書
）
を

紹
介
し
た
り
、
各
国
の
条
約
書
に
見
ら
れ
る
国
章
の
図
解
解
説
パ
ネ
ル
を
置
く
な

ど
し
て
、
外
交
史
料
の
特
徴
や
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、

展
示
室
入
口
横
に
外
交
史
料
館
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
外

交
史
料
館
や
所
蔵
史
料
に
対
す
る
一
般
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
心
掛
け
た
。

三

展
示
会
開
催
の
成
果
と
課
題

七
月
二
日
に
展
示
会
の
初
日
を
迎
え
、
会
期
中
の
七
月
一
〇
日
に
は
、
来
場
者
に

展
示
史
料
の
見
ど
こ
ろ
や
、
そ
の
作
成
の
背
景
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
に
、
当
館
職
員
に
よ
る
公
開
講
座
「
条
約
書
で
た
ど
る
日
本
と
南
北
ア
メ
リ
カ

諸
国
と
の
外
交
関
係
の
成
立
・
発
展
」
を
開
催
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
条
約
書
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
興
味
深
か
っ
た
」

「
資
料
が
見
や
す
く
提
示
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
な
ど
の
深
い
知
識
が
と

て
も
テ
ン
ポ
良
く
交
え
ら
れ
て
、
た
め
に
な
っ
た
」
な
ど
、
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
展
示
会
は
、
八
月
二
八
日
に
無
事
終
了
し
た
。
期
間
中
六
二
二
六
名
の

来
場
が
あ
っ
た
。
一
日
の
来
場
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
以
後
に
開
催
し
た
他

の
展
示
の
倍
近
い
数
字
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
来
場
者
の
任
意
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、「
中
南
米
諸
国
と
の
条
約
書
や
移
住
協
定
の
原
本
を
拝
見
で
き
る

機
会
は
め
っ
た
に
な
い
。
た
ぶ
ん
日
本
初
の
展
示
と
評
価
で
き
る
」、「
条
約
書
の

原
本
が
見
ら
れ
る
な
ん
て
す
ご
い
。
紙
の
質
が
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
こ
ろ
な

ど
実
物
な
ら
で
は
の
「
発
見
」
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
楽
し
め
た
」
と
い
う
よ
う
に
、

史
料
原
本
を
間
近
に
見
た
こ
と
へ
の
印
象
を
述
べ
る
も
の
が
あ
り
、
歴
史
公
文
書

へ
の
関
心
を
高
め
る
上
で
本
展
示
が
有
益
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、「
従
来
移
民
の
問
題
は
個
人
の
問
題
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
が
ち
だ

が
、
条
約
書
な
ど
に
よ
り
外
交
の
流
れ
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
展
示
す
る
こ
と
に

よ
り
国
と
移
民
の
関
係
が
理
解
で
き
た
」
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
、
海
外
移
住
の

歴
史
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
視
点
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
。
こ
の
他
、「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
母
と
来
た
の
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
書
か

れ
て
い
る
案
内
が
も
っ
と
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
」と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

会
期
中
に
日
系
研
修
員
が
団
体
で
来
館
す
る
な
ど
、
海
外
移
住
資
料
館
は
、
日
系

人
や
外
国
人
の
方
の
来
場
者
が
多
い
。
テ
ー
マ
性
を
も
っ
た
博
物
館
施
設
と
の
連

携
展
示
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
他
言
語
解
説
の
準
備
な
ど
、
相
手
館
の

来
場
者
の
特
色
に
あ
わ
せ
た
展
示
の
工
夫
を
行
っ
て
い
く
の
も
今
後
の
課
題
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
な
る
が
、
本
展
示
会
開
催
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
海
外
移
住
資
料

館
の
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
と
り
わ
け
、
史
料
の
選
定
や
解
説
作
成
に

お
い
て
は
柳
下
宙
子
氏
に
、
そ
の
他
会
場
設
営
準
備
等
は
渡
辺
裕
子
氏
、
清
水
優

子
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
準
備
作
業
で
、
ご
面
倒
を
お
掛
け
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
よ
り
良
い
展
示
と
な
る
よ
う
に
、
開
催
直
前
ま
で
種
々
検

討
を
重
ね
て
く
だ
さ
っ
た
。

ま
た
、
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
文
責

戸
塚
）
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テーマ 国名 史料名 年月日 文書概要 種別 分類番号

日⡿修好通商条約（レプリカ）
1858年7月29日
Ᏻ政5年6月19日

ア䝯リカ公使のỤᡞ駐在、Ụᡞ・大ᆏの開ᕷ、⚄ዉᕝ（ᶓ὾）
などの開 、⮬⏤㈠᫆、∦務的領事⿢ุのᢎ認、関⛯⮬୺
権の႙ኻ等が規定された。

戦前期
条約書

U3

ᖥᮎの᪑ๆ（レプリカ） 1866（៞応2）年
徳ᕝᖥ府は1866年に海外渡航をチྍした。䛭れに伴い発⾜
された⌧Ꮡする日本で最ྂの᪑ๆ。

- -

៞応஧年海外渡航人名⾲ 1866（៞応2）年
1866年の海外渡航者リス䝖（᪑ๆ発⤥➨୍号となった᭤ⱁ
ᖌのᾉ஬郎の㒊分を展♧）

外務省
記録

3.8.5.66

⡿国⾜ච状受領者名⡙ 1868（明治ඖ）年
1868年の印❶（パス䝫ー䝖）発⤥記録。ハワイ⋤国総領事の
ヴァンリードに㞠われた5人が記㍕されている。

外務省
記録

3.8.5.6

布ဠ出✌人名⡙ 1869（明治2）年
明治政府はハワイ⋤国が条約ᮍ済国であることを⌮⏤にᖥ
府の渡航ච状を↓効としたが140人⛬度は↓චチのまま渡
航した。本名⡙は䛭の者㐩の名⡙。

外務省
記録

3.8.2.1①

大日本国布ဠ国条約書（日本国布ဠ
国修好通商条約）

1871年8月18日
明治4年7月4日

本条約締結により日本とハワイは国交を樹立した。
戦前期
条約書

HW1

カラカウア国⋤ゼ日に関するグリーン
ハワイ⋤国外相からアーウィン駐日
ハワイ⋤国総領事௦⌮宛文書

1881（明治14）年
1月18日

カラカウア国⋤ゼ日にあたり送௜された、グリーン外相から
アーウィン駐日ハワイ⋤国総領事௦⌮宛のカ௧文書

アー
ウィン
文書

䊧-4

布ဠⓚ帝᮶航日記 1881（明治14）年
ハワイ国⋤カラカウアが᮶日した㝿の記録。初の外国ඖ㤳
の日本ゼၥ䛰った。

外務省
記録

6.4.4.1-2

出✌䛞人名⡙（➨୍ᅇ官約移民分）
1885（明治18）年

2月18日

➨୍ᅇ官約移民の移民者名⡙。
䈜官約移民とは日本政府とハワイ⋤国との政府間ዎ約によ
る移民。計26ᅇ⾜われ、約3万人が渡航した。

外務省
記録

3.8.2.5-14①

ᑵ⫋人名⡙ 1885（明治18）年3月 ➨୍ᅇ官約移民のᑵ⫋ඛ別名⡙。
外務省
記録

3.8.2.5-14①

日本国⛎㩃国和ぶ㈠᫆航海௬条約
（調印書）

18㻣3（明治6）年
8月21日

戦前期
条約書

P1

日本国⛎㩃国和ぶ㈠᫆航海௬条約
（批准書）

18㻣5（明治8）年
5月17日

戦前期
条約書

P1

㧗ᶫ᫝Ύの䝨ルー㖔山経Ⴀ事業に
関する౽ᐅ౪与౫㢗

1889（明治22）年
11月14日

㧗ᶫ᫝Ύの䝨ルー㖔山経Ⴀ事業に関し、㟷ᮌ࿘ⶶ外務次
官が駐日⊂㐓公使を通して、駐䝨ルー⊂㐓公使に౽ᐅ౪与
を౫㢗した文書。

外務省
記録

3.5.7.20

日ቚ修好通商条約（調印書）
1888（明治21）年

11月30日
戦前期
条約書

M1

日ቚ修好通商条約（批准書）
1889（明治22）年

6月6日批准書交換
戦前期
条約書

M1

ᴮ本Ṋᥭチ䝱パスᕞ殖民ᆅ㉎入に関
する公信（ᐊ田⩏文在䝯䜻䝅䝁総領
事より大㝰重信外相宛）

1896（明治29）年
9月22日

ᴮ本Ṋᥭによる殖民のためのᅵᆅ㉎入ዎ約にあたり、௦⌮
者としてዎ約してもᕪしᨭえないかを確認する文書。

外務省
記録

3.8.2.16①

日本国ཬ఑๒す∞合衆国間修好通
商航海条約（調印書）

1895（明治28）年
11月5日

戦前期
条約書

BR1

日本国ཬ఑๒す∞合衆国間修好通
商航海条約（批准書）

189㻣（明治30）年
2月12日

戦前期
条約書

BR1

ブラジルサンパウロᕞ移民状ἣどᐹ
᚟࿨書

1905（明治38）年
6月30日

ᮡ村℄駐ブラジルᘚ⌮公使から小村寿太郎外相宛の調査
報告書。サンパウロが移民ᆅとして᭷望であるとの報告。

外務省
記録

3.8.2.94䐠

ブラジル移民渡航者名⡙（➨୍ᅇ移
民）

1908（明治41）年
5月11日

ⓚ国殖民合資会社からᯘⴷ外務大臣宛にᥦ出されたブラジ
ル移民渡航者名⡙。

外務省
記録

3.8.2.38䞪

➨୍ᅇ移民についての報告書
1909（明治42）年

1月26日
ⓚ国殖民合資会社業務ᇳ⾜社ဨỈ野㱟による報告書。

外務省
記録

3.8.2.243

ブラジル移民に関する調査報告書
1911（明治44）年

12月27日
野田Ⰻ治஧等通ヂ官兼๪領事がᥦ出したブラジル移民に
関する調査報告書。

外務省
記録

3.8.2.369-1
䐠

海
外
渡
航
の
は
䛨
ま
り

ハ
ワ
イ
ඖ
年
者
移
民

ハ
ワ
イ
国
⋤
の
ゼ
日

ハ
ワ
イ

官
約
移
民

䝨
ル

移
民

䝨
ル

本条約締結により、日本と䝨ルーは国交を樹立した。

䝯
䜻
䝅
䝁
移
民

䝯
䜻
䝅
䝁

本条約締結により、日本と䝯䜻䝅䝁は国交を樹立した。

ア
䝯
リ
カ
䠋
ハ
ワ
イ

ブ
ラ
ジ
ル
移
民

の
は
䛨
ま
り

ブ
ラ
ジ
ル

本条約締結により、日本とブラジルは国交を樹立した。

外務省外交史料館　展示史料リスト
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サンパウロ日本病院建設資金集めに
関する書簡

1933（昭和8）年
9月25日

内山岩太郎駐サンパウロ総領事から重光葵外務次官宛の
書簡。病院建設のために御下賜金を仰ぐべく、重光に助勢
を求めたもの。

外務省
記録

I.3.3.1.5-2③

サンパウロ日本病院建設のための下
賜金に関する公信

1934（昭和9）年
4月29日

湯浅倉平宮内大臣から広田弘毅外務大臣宛公信。5万円の
下賜決定の連絡。

外務省
記録

I.3.3.1.5-2-3
①

戦
後
移
住

移住および植民に関する日本国とブ
ラジル合衆国との協定（調印書）

1960（昭和35）年
11月14日署名

1963（昭和38）年10
月29日批准書交換

日本人の技術と労力の活用によるブラジルの経済開発と両
国の友好関係強化を目的とする。計画移住に関しては、両
政府が送り出しから定着まで責任をもって対応・援助するこ
とが定められた。

戦後
条約書

-

アルゼンチンの殖民事業に関する報
告書

1893（明治26）年
大越成徳在倫敦領事がアルゼンチンの殖民事情に関する
英国政府の報告等を調査してまとめたもの。

外務省
記録

3.8.2.34

日本国アルゼンチン共和国間修好通
商航海条約（調印書）

1898（明治31）年
2月3日

戦前期
条約書

Ａ１

日本国アルゼンチン共和国間修好通
商航海条約（批准書）

1901（明治34）年
9月18日

批准書交換

戦前期
条約書

Ａ１

榛葉贇雄（アルゼンチンへの最初の
移民）から小村寿太郎外相宛書簡

1905（明治38）年
1月12日

日露戦争による日本の知名度向上を機にアルゼンチンへの
日本移民を勧奨する内容の書簡。

外務省
記録

3.8.2.34

戦
後
移
住

日本国政府とアルゼンティン政府と
の移住協定（批准書）

1961（昭和36）年
12月20日

同日効力発生

アルゼンチンの経済開発に必要な技術・資材の導入を伴う
優れた労働力を受け入れることがアルゼンチンの利益であ
ると確認。日本人移住者は、アルゼンチンの憲法の定めると
ころに従い、同国民と全く平等に扱われ、同等の権利を与え
られると規定された。

戦後
条約書

-

日本国ボリヴィア国間通商条約（調
印書）

1914（大正3）年
4月13日

戦前期
条約書

BO1

日本国ボリヴィア国間通商条約（批
准書）

1916年（大正5）年
3月15日

批准書交換

戦前期
条約書

BO1

ボリビア国における日本人移民誘致
希望の申し出について

1936（昭和11）年
2月20日

矢野真駐チリ兼ボリビア公使から広田弘毅外務大臣宛公
信。

外務省
記録

J.1.2.0.J2-
19

戦
後
移
住

日本国政府とボリヴィア政府との間
の移住協定（調印書）

1956（昭和31）年
8月2日

ボリビアは5年間で1,000家族（または6,000人）の日本人移住
者を受け入れることを容認した。

戦後
条約書

-

日本帝国パラグアイ共和国間通商条
約（調印書）

1919（大正8）年
11月17日

本条約締結により、日本とパラグアイは国交を樹立した。
戦前期
条約書

PY1

パラグアイ国の殖民事業に関する報
告書

1893（明治26）年
4月19日

大越成徳在ロンドン領事がロンドン駐在のパラグアイ領事か
ら聴取した内容等をまとめたもの。

外務省
記録

3.8.2.34

戦
後
移
住

日本国政府とパラグァイ共和国政府
との間の移住協定（調印書）

1959（昭和34）年
7月22日署名

同年10月26日効力
発生

パラグアイは、1年間に最大3,500人、30年間で総計85,000人
の日本人移住者を受け入れることを容認した。

戦後
条約書

-

日布渡航条約（日本政府委任状）（レ
プリカ）

1886（明治19）年
1月25日

戦前期
条約書

HW2

日布渡航条約（調印書）（レプリカ）
1886（明治19）年

1月28日
戦前期
条約書

HW2

日布渡航条約（批准書）（レプリカ）
1886（明治19）年

3月4日
戦前期
条約書

HW2

パ
ラ
グ
ア
イ
移
民

パ
ラ
グ

イ

条
約
締
結

プ
ロ
セ
ス
の
紹
介

戦前期の条約締結プロセスを「日布渡航条約」を事例に紹
介する。
なお、日布渡航条約は、日本とハワイの間に締結された労
働移民に関する条約。移民の保護などが規定された。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
移
民

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

本条約締結により、日本とアルゼンチンは国交を樹立した。

ボ
リ
ヴ

ア
移
民

ボ
リ
ヴ

ア

本条約締結により、日本とボリヴィアは国交を樹立した。

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会

の
発
展 ブ

ラ
ジ
ル

外務省外交史料館　展示史料リスト
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㎷移民の移民ዎ⣙書 1953(昭和28)年7月
⩌㤿┴からアマパᕞの᳜民地へ移住した㎷ᯟの第3次Ώ航者の移民ዎ
⣙書。

㎷移民のΏ航㈝㈚௜ዎ⣙書 1953(昭和28)年7月
アマࢽࢰア⏘業研究所�上ሯྖ⌮事㛗と移住者との間のΏ航㈝㈚௜ዎ
⣙書。

ブラジル移民講習要㡿 1953(昭和28)年 ㎷移民第3次Ώ航者をᑐ㇟とした移民講習要㡿。

昭和28年度ブラジルᅧ農業移民入᳜予定地 1953(昭和28)年 1953年度の移住ィ⏬と入᳜予定地関ಀ資料。

ᯇཎ移民の移民ዎ⣙書⥛り
（和歌ᒣ┴海外協会）

1953(昭和28)年6月 あࡵりか丸によるᯇཎᯟ第3次Ώ航移民13人のዎ⣙書⥛り。

ᯇཎ移民の移民ዎ⣙書 1953(昭和28)年5月 ドラードスへ㉱ࡃᯇཎᯟ第2次Ώ航移民のዎ⣙書。

マット・グロッソᕞドラードス地᪉移住者の概
況（外務┬移住ᒁ）

1965(昭和40)年 1964年12月に㛤ദされた市農ᮧ協会୺ദの␆⏘ရホ会ㄪᰝሗ࿌書。

日本海外協会連合会のᶒ利⩏務を海外移住事業
団へ⥅ᢎするたࡵの文書

1963(昭和38)年7月 ―

日本海外移住᣺⯆株式会社の業務の඲㒊を海外
移住事業団が⥅ᢎすることをㄆྍした文書

1963(昭和38)年7月 ―

『海外移住と移住ᨻ⟇�:�海外移住ᑂ㆟会の⟅
⏦(昭和37年)とᇶ本法௧』(海外移住事業団)

1970(昭和45)年 ―

スラ࢖ド࢕ࣇルムとᗁⅉ機
・スラ࢖ド࢕ࣇルム
『୰南米移住スラ࢖ドシリーࢬ　ボリࣅア編（一）
サンࣇアン入᳜地』
『୰南米移住スラ࢖ドシリーࢬ　ボリࣅア編（二）
サンタࢡルースᕞ入᳜地』
『୰南米移住スラ࢖ドシリーࢬ　ブラジル編（三）
『ー栽培ࣄーࢥ
『୰南米移住スラ࢖ドシリーࢬ　ブラジル編（五）
トメアス―᳜民地』
(日本海外協会連合会 ┘修、ᮾὒᫎ⏬研究所)

1960(昭和35)年頃
海外移住の啓発を目ⓗとしてไ作されたスラ࢖ド࢕ࣇルムとᗁⅉ機
（プロジࢡ࢙ター）。

『ブラジルの生活とປാ:海外移住の手ᘬき』第1
㍴（日本海外協会連合会、1958年）
『ドࢽ࣑カの生活とປാ:海外移住の手ᘬき』第2
㍴（日本海外協会連合会、1958年）
『パラグア࢖の生活とປാ:海外移住の手ᘬき』第
3㍴（日本海外協会連合会、1958年）
『ボリࣅアの生活とປാ:海外移住の手ᘬき』第4
㍴（日本海外協会連合会、1956年）
『明日の国パラグアࡑ:࢖の生活と㛤ᣅ』（日本海
外協会連合会、1960年）
『アルࢮンࢳンはᣍ࣑:ࡃシ࢜ーࢿスᕞと日本人』
（日本海外協会連合会、1960年）
『海外移住の初歩知㆑』第1㍴（海外移住事業団、
1964年）
『海外移住の手ᘬ』(海外移住事業団㺂1963年)

1956(昭和31)年
～1960(昭和35)年

海外移住の啓発を目ⓗとしてJICAとࡑの前身機関が、一⯡、移住ᕼ
ᮃ者、移住者、移住業務関ಀ者な࡝、さまࡊまなᑐ㇟にྥけて発行
した印ๅ物

「ラテンアメリカ展」の案内ࢳラシな࡝
『ラテンアメリカ展　記録写真集：海外移住セ
ンター旧蔵アルバム』

1966(昭和41)年

6月18日の「海外移住の日」にあわせて、1966年6月17日～18日の2日
間にわたり、横浜移住センターにて㛤ദされた࣋࢖ント「ラテンア
メリカ展」の案内ࢳラシと᪂⪺記事ษりᢤき、風景写真。
ラシからは、横浜移住センター1㝵～4㝵までのᘓ物඲యを利用しࢳ
て、移住ᕼᮃ者への┦ㄯ、南米移住地を⤂௓する写真展示、南米ྛ
国の民ⱁရ展示、南米事᝟を⤂௓するᫎ⏬の上ᫎ、ࢥーࣄーの↓料
サーࣅスな࡝、一⯡᮶㤋者へྥけた様ࠎなദしが行われていたこと
がわかる。
᪂⪺記事のษりᢤきには、初日の17日に、アルࢮンࢳンと࣌ルーの
⥲㡿事、ブラジルの㡿事がゼれ、⣙1000人の᮶ሙ者でにࡂわってい
たことが記されている。

「ᑗ᮶の人生タィに海外移住を⪃える᪉へ」
（海外移住事業団神ዉᕝ┴事務所）

1968(昭和43)年頃
一⯡にྥけて、海外移住を⤂௓するたࡵ、海外移住事業団神ዉᕝ┴
事務所が作成したࢳラシ。

「カナࢲ移住のࡈ案内」（海外移住事業団、
1966年）
「ースࢥングࢽーストラリア移住者トレー࢜」
（国際協ຊ事業団、発行年不明）

1966(昭和41)年他
JICA及びࡑの前身機関がᢅっていたカナ࢜、ࢲーストラリアへの移
住（࢜ープン移住）に関するリーࣇレット。

及
び
前
身
機
関

と
海
外
移
住
の
手
続
き
ճ

明
日
へ
の
道
し
る
べ

海
外
移
住
の
手
続
き

及
び
前
身
機
関
と

海
外
移
住
の
手
続
き
ձ

と
海
外
移
住

及
び
前
身
機
関
と
海
外
移
住
の
手
続
き
ղ

海
外
移
住
事
業
団
の
୺
な
業
務

戦
後
移
住
の
再
㛤
ձ

㎷
移
民

戦
後
移
住
の
再
㛤
ղ

ᯇ
ཎ
移
民

JICA 横浜 海外移住資料館　展示資料リスト
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『海外移住研修所啓発用写真スナップ:海外移
住センター旧蔵アルバム』

1983(昭和58)年
1983年4月6日に海外移住研修所へ入所した第42期研修生の研修風景
と、当時の海外移住研修所の概況を記録した写真アルバム。

『海外移住研修所:昭和41年度研修生入所案
内』（海外移住事業団）

1965(昭和40)年 ―

『おもなる作物栽培法 南伯編　農業移住者講習教
材』(日本海外協会連合会、発行年不明）
『国際教養　農業移住者講習教材』（日本海外協
会連合会、発行年不明）
『ブラジル語会話の手びき 改訂版　移住教養資料
第5集』（横浜移住あっせん所/神戸移住あっせん
所、1961年）
『南米移住地の保健衛生　講習教材』（海外移住
事業団、1966年）

1961(昭和36)年
1966(昭和41)年他

移住前の訓練・講習で使用されていた教材

『邦人海外発展史』上巻、下巻（入江寅次著、
国際日本協会／移民問題研究会、1936年／1938
年発行）

1936(昭和11)年
1938(昭和13)年

―

『移民の生活の歴史　ブラジル日系人の歩んだ
道』（半田知雄著、サンパウロ人文科学研究
所）

1970(昭和45)年 ―

『シカゴ日系百年史』（伊藤一男著、シカゴ日
系人会、1986年）
『アメリカ春秋八十年―シアトル日系人会創立
三十周年記念誌―』（伊藤一男著、シアトル日
系人会、1982年）

1986(昭和61)年
1982(昭和57)年

―

『北米百年桜』（伊藤一男著、北米百年桜実行
委員会、1969年）
『続・北米百年桜』、『ISSEI』英語版（伊藤
一男著、北米百年桜実行委員会、1972年）

1969(昭和44)年
1972(昭和47)年

―

海外移住センターの看板と横浜国際センターの
簡易プレート

1974(昭和49)年頃～
2002(平成14)年

横浜市磯子区のJR根岸駅脇にあった海外移住センターが、2002（平
成14）年9月に閉鎖されるまでの間、センター入口に掲示されていた
看板と簡易プレート。

『横浜移住センター案内』(海外移住事業団） 1966(昭和41)年 ―

「業務日誌　昭和四十二年五月起」（神戸移住
センター）

1967(昭和42)年
神戸移住センターの職員が記入していた業務日誌。

ゴム印 ～2002(平成14)年迄
海外移住センター閉鎖時の2002年まで、同センターにて使用されて
いたもの。

エンボッサー（型押しスタンプ） ～2002(平成14)年迄
海外移住センター閉鎖時の2002年まで、同センターにて使用されて
いた紙を挟んでプレスすることにより凸凹をつけて、文字や模様を
浮き出させる機械。

海外移住の歌
「海外移住の歌」ソノシートと歌詞カード（海
外移住事業団）

1966(昭和41)年
1966年の最初の「海外移住の日」（6月18日）を記念して製作された
「海外移住の歌」のソノシート

JAL南米移住記念バッグ 1973(昭和48)年頃
航空機での移住を記念して、日本航空株式会社（JAL）から、搭乗す
る南米移住者へ配布されたバッグ。
背面には「南米移住記念」と印字されている。

移住者輸送最終船「にっぽん丸」の出航を伝え
る記事
『海外移住』第309号（海外移住事業団）

1973(昭和48)年3月1日
1973年2月14日、商船三井客船株式会社所有の「にっぽん丸（旧ある
ぜんちな丸）」が、最後の船舶移住者285名を乗せて、横浜港を出航
したことを伝える記事

航空機移住第一便に搭乗予定の移住者が海外移
住センターに入所したことを伝える記事
『海外移住』第313号（海外移住事業団）

1973(昭和48)年7月1日
1973年7月3日出発の第一回航空機移住者が6月27日に入所したことを
伝える記事。なお、JICAの移住者送り出しは、1993年度まで続いた

『にっぽん丸出航ほか：海外移住センター旧蔵
アルバム』

1973(昭和48)年 ―

『第1回航空機利用南米移住者壮行風景ほか：
海外移住センター旧蔵アルバム』

1973(昭和48)年 ―

模型　あるぜんちな丸（初代）
1939～1942

(昭和14～17)年
※塗装は戦後のあるぜんちな丸（二代目）のものを再現している
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JICA 横浜 海外移住資料館　展示資料リスト



ʰ֎ަ࢙ྉؗใ ୈɦ �� ߸ʢ���� ೥ �݄ʣ

ʵ ��� ʵ ʵ ��� ʵ

ʲలࣔࣨͷ༷ࢠʢશܠʣr

ʲެ։࠲ߨʳ

ʲձ৔ೖޱʳ

ʲలࣔࣨͷ༷ࢠʢน໘ʣr


